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学
　
問

村
む ら

田
た

　蔵
ぞ う

六
ろ く

（1825～1869）

　蘭学者。軍略家。周
す

防
おう

国吉
よし

敷
き

郡鋳
す

銭
ぜん

司
じ

村（現、山口県山口市）出身。
後の大

おお

村
むら

益
ます

次
じ

郎
ろう

。梅
うめ

田
だ

幽
ゆう

斎
さい

や広
ひろ

瀬
せ

淡
たん

窓
そう

、緒
お

方
がた

洪
こう

庵
あん

などに師事して蘭学
を学ぶ。嘉永６（1853）年、宇和島藩主・伊

だ

達
て

宗
むね

城
なり

に招かれ蘭学の普及、
軍艦や砲台の建造に従事した。後、長州藩士となり藩内の蘭学教育
を行い、文久元（1861）年から３年の江戸詰のおりには井

いの

上
うえ

聞
もん

多
た

（ 馨
かおる

）、
伊
い

藤
とう

俊
しゅん

輔
すけ

（博
ひろ

文
ふみ

）のイギリス留学に尽力した。帰藩後は軍政の中枢に
身を置き、武器の近代化や軍事組織再編の指導者として活動した。維
新後は明治政府において軍防事務局判事、軍務官判事、軍務官副知事
などを歴任、明治２（1869）年７月に 兵

ひょう

部
ぶ

省
しょう

が設置されると同時に兵
部大

だい

輔
ふ

に就任して新政府の軍政事務で活躍した。

略 歴
文政８（1825）年５月３日 　�周防国吉敷郡鋳銭司村に生まれる（文政７年３月10日、同年５月３日とする説もあ

る）。
天保13（1842）年　　　　 　梅田幽斎に蘭学を学ぶ。
天保14（1843）年　　　　 　豊

ぶん

後
ご

国日
ひ

田
た

郡（現、大分県日田市）の広瀬淡窓の咸
かん

宜
ぎ

園
えん

に入門
弘化３（1846）年　　　　 　大坂（現、大阪府）の緒方洪庵の適

てき

塾
じゅく

に入門
嘉永６（1853）年　　　　 　宇和島藩主・伊達宗城の招きにより、宇和島へ赴く。
安政３（1856）年３月　　 　藩主の参勤交代に随行し、江戸（現、東京都）に出る。
　　　　　　　11月１日 　江戸番町に蘭学塾鳩

きゅう

居
きょ

堂
どう

を開く。
万延元（1860）年4月26日 　長州藩に馬

うま

廻
まわり

士
し

に準じて召し抱えられ、長州藩士となる。
文久元（1861）年～３年　 　江戸詰となり、この間井上聞多（馨）、伊藤俊輔（博文）のイギリス留学に尽力
元治元（1864）年　　　　 　四国艦隊下関砲撃の善後処理のため交渉に当たる。
慶応元（1865）年12月22日 　藩命により、大村益次郎と改名
明治元（1868）年１月　　 　毛

もう

利
り

元
もと

徳
のり

（長州藩主の嫡子）に従い上洛
　　　　　　　２月　　 　軍防事務局判事加勢として維新政府に出仕。
　　　　　　　　　　　 　以降、軍防事務局判事、軍務官判事、軍務官副知事などを歴任
　　　　　　閏４月　　 　江戸に赴き江戸府判事を兼務
　　　　　　　５月　　 　上野の彰

しょう

義
ぎ

隊
たい

討伐を指揮
明治２（1869）年７月　　 　兵部省が設置されると同時に兵部大輔に就任
　　　　　　　11月５日 　�出張中の京都で不平士族の襲撃に遭ったことがもとで、入院中の大阪の病院におい

て45歳で永眠
（肖像画（キヨソーネ筆）：山口市歴史民俗資料館蔵）
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 ・柚木象吉『母と子の世界の伝記　大村益次郎』　集英社　1977年 
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 ・司馬遼太郎『花神』　新潮社　1993年 
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